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令和４年度第１回埼玉県ケアラー支援に関する有識者会議 

 

          日 時：令和４年７月２０日（水）13:30～15:00  

          場 所：オンライン開催（事務局：本庁舎 2階庁議室） 

 

発言者 発言要旨 

事務局 

（清水副課

長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ただ今から、令和４年度第１回埼玉県ケアラー支援に関す

る有識者会議を開会させていただきます。 

 私は本日の司会を務めます、地域包括ケア課地域包括ケア

課副課長の清水と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 

 次に、会議の公開についてですが、県では、外部の委員の

皆様を含めたこのような会議につきまして、御検討いただく

内容が個人のプライバシーを侵害するおそれ、あるいは、特

定の者に不利益を与えるおそれがあるなどの場合以外には、

原則として公開することといたしております。 

 本日の会議の内容については、非公開の事由には当たらな

いものとして公開とし、会議資料は会議終了後速やかに、会

議の議事録は後日、ホームページで公表させていただきます

ので、御了承ください。 

 また、記録のための録音、録画及び写真撮影を行いますの

で御了承ください。 

 なお、本日の傍聴者は１名いらっしゃっていますのでご報

告いたします。 

  

 次に、２ 委員紹介でございます。 

 本日は、今年度新たな任期となってから初めての開催でも

あり、また、委員の交代もありましたので、委員の紹介を委

員名簿順に御紹介させていただきますので、一言ごあいさつ

をお願いします。 

 なお、田中一様については、本日所用につき欠席との御連

絡をいただいております。 

 

（委員紹介と委員による挨拶） 
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藤岡委員 

 

 

 

石山英雄委員 

 

 

 

藤岡委員 

 

 

 

 

藤岡委員 

 

 

石山委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、本日の会議に出席している職員を紹介させていただ

きます。 

  

（事務局職員の挨拶） 

 

それでは、議事に移らせていただきます。 

 まず、「（１）委員長の選任」でございますが、 

 委員長は委員の互選により選任することとなっておりま

す。委員長選任までの間は、仮委員長として、県福祉部地域

包括ケア局長の藤岡委員が進行させていただきたいと存じま

す。 

 

 それでは、委員長の選出をお願いしたいと存じます。 

 立候補、あるいは御推薦をいただきたいと存じますが、い

かがでしょうか。 

 

 今回の委員長におかれましたは、引き続き国際医療福祉大

学の石山先生にお願いしたいと思いますが、いかがでしょう

か。 

 

 石山委員の御推薦をいただきましたが、石山委員に委員長

をお願いすることでよろしいでしょうか。 

 

 ＜異議なし＞ 

 

 それでは、石山委員に委員長をお願いしたいと存じます。 

 委員長から就任の御挨拶をお願いいたします。 

 

 ただいまご推薦を賜りました国際医療福祉大学の石山でご

ざいます。ご推薦ありがとうございます。大変僭越ではござ

いますが、精一杯務めさせていただきたいと存じます。今回

のケアラーに関するテーマは日々重要性を増してきていると

思っております、委員の皆様の闊達なご意見を賜りながら、

そしてその意見が集約されて県内のケアラーの皆様、そして

県民の皆様に反映していけるようにしていきたいと思ってお

ります。何卒よろしくお願い申し上げます。 
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藤岡委員 

 

石山委員長 

 

 

 

 

 

石山委員長 

 

藤岡副委員長 

 

石山委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

（柳田主幹） 

石山委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加藤委員 

 

 

 

 ここからの進行は、石山委員長にお願いします。 

 

 それでは、次に、副委員長の選出を行います。副委員長

は、私から藤岡委員を指名したいと存じますがいかがでしょ

うか。 

 

＜異議なし＞ 

  

 それでは、副委員長は藤岡委員にお願いします。 

 

 どうぞよろしくお願いします。 

 

 それでは議事に入ります。議事の（２）～（３）の、 

・ケアラー支援に関する令和３年度の取組実績について 

・ケアラー支援に関する令和４年度の新たな取組について 

・ケアラー月間の取組について 

 まで、一括して事務局から説明をお願いします。 

 

資料について説明 

 

 今、事務局の方からケアラー支援に関する令和３年度の取

組実績、それから令和4年度の新たな取り組みあるいは拡充

する、そしてケアラー月間の取組についてご説明をいただい

たところです。国のヤングケアラーについて骨太の方針でも

示されたということもありましてかなりヤングケアラーのと

ころが拡充されてきているかと思います。 

 委員の皆様方からご質問やご意見等を頂戴してまいりたい

と思っております。できましたら全ての委員の方々にご発言

を賜りたいというふうに思いますので、ご意見等は明瞭かつ

簡潔にお願いできればと存じます。では、いかがでございま

しょうか。それでは加藤委員お願いいたします。 

 

 とてもわかりやすい説明ありがとうございました。令和４

年度の主な取組のところの取組２のところでございます。ヤ

ングケアラー会員相談窓口設置というところでございます。
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石山委員長 

 

 

事務局 

（柳田主幹） 

 

 

 

 

 

石山委員長 

 

 

加藤委員 

 

 

 

石山委員長 

 

 

林委員 

 

 

 

 

 

 

本当にいろんな多様なニーズに対応するやり方でまたLINEを

活用するというのは大変素晴らしいなと思っております。た

だ開設時間でありますが、平日の10時から19時ということで

ございますけども、平日ということは子供たちが、学校に行

っている時間等に当たってしまって、なかなか確かに10時か

ら19時というところ月曜日から金曜まで開いているとは思う

のですが、果たしてその時間が有効なのかどうか質問させて

いただきました。 

 

 加藤員ありがとうございます。それでは事務局、お願いい

たします。 

 

加藤委員ご指摘のとおり１０時から１９時は、主に学校に行

っている時間に当たってしまいます。そこで、ただし書きの

方に書かせていただいていますが、時間外の夜の１９時から

朝の１０時までの時間帯においても、相談者がいつでも相談

できる体制を作り、その部分でカバーをしていきたいと考え

ております。 

 

 はい、ありがとうございます。加藤委員いかがでございま

しょうか。 

 

 ありがとうございます。相談したい方がいつでも相談でき

る対応として、まずはここからスタートし、いろいろな質問

や悩みなどに随時対応していただければと思います。 

 

 では、他にご意見等いかがでございましょうか。それでは

林委員お願いします。 

 

 令和３年度の実績で目標値の現状値っていうのが、例えば

基本目標の1では65.8％とか67.4％とかっていう数字が出て

きているのですけれども、この数字はどういうふうなところ

で65%っていうのが出たのか、 教えていただきたいのが一点

と、もう一点は、市町村の総合相談窓口の現状が47市町村と

いうことなのですが、努力していただいているところだと思

うのですが、残りがなかなかそこまでいけないっていうのは
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石山委員長 

 

 

 

事務局 

（柳田主幹） 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（宮下課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林委員 

 

 

 

 

 

石山委員長 

 

 

平尾委員 

何か課題があるのかがもし分かるようでしたら教えていただ

けたらと思います。 

 

 はい、ありがとうございます。２つのご質問いただきまし

た。１点目に評価の基準、２点目に市町村が着手できない理

由についてです。事務局お願いします。 

 

 １つ目の質問に対して説明させていただきます。現状値で

は、ケアラーに関する認知度、ケアラーが65.8％、ヤングケ

アラーが67.4%になっています。令和3年12月に、県政サポー

ターサポーター制度に登録している方に対して、認知度につ

いて調査を行った数字でありまして、「よく理解している」

「ある程度理解している」、その合計を足したものがこの数

値となっております。 

 

 ２つ目の総合相談窓口の設置市町村数についてお答えしま

す。計画のときと比べると４７市町村ということで伸びて来

てはおります。ただまだ全部ではないというような実態がご

ざいます。市町村によっては、マンパワーが不足していると

いう事情もあるようです。ただ、相談があった場合には、総

合相談窓口を持っていなくても対応できているという市町村

も数多くございます。ここで言う総合相談窓口あるいは調整

するチームを設置しているということであると、まだないと

いう所がいくつかございます。早期に体制が整備されますよ

う、県としても支援をしてまいります。 

 

 ありがとうございました。ケアラー月間ができて、いろい

ろと情報が県民にも伝わっているのだろうと思いますけど

も、やはり、まだまだ周知はしていかないといけないのかな

と思いながら、聞かせていただきました。いろいろと取り組

んでいただきましてありがとうございます。 

 

 ありがとうございました。では、平尾委員お願いいたしま

す。 

 

 改めて丁寧なご説明ありがとうございました。私の方から
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石山委員長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（柳田主幹） 

の実績で１点、計画のところで２点確認をさせていただけれ

ばと思います。まず７ページの実績のところです。ケアラー

を支える人材の育成で、人材育成の研修、オンラインで総数

が1231人という報告だと思うのですが、これはあくまでも受

講者数という認識で、計算するとそういう実態なのですが、

ケアラー支援を担う人材というのは、この研修を受けたら、

人材になり得るのかっていうところがあって、これはあくま

で受講者数で、どこをもってその人材となりうるかっていう

ところを、もしわかれば教えていただきたいと思います。 

 それから、計画のところですが、12ページのこのヤングケ

アラー支援コーディネーターの設置について、このコーディ

ネーターという方は、どのようにしたら、なり得る、でき

る、保有する、ちょっと分からないのですが、例えばこの手

引きを持てば、コーディネーターになるのか、そのコーディ

ネーターがその上の支援協議会とどう関わるのなのか、理解

できないところがあったので、もう少し詳しく教えていただ

ければと思います。 

 次に13ページの、ヤングケアラーのLINE相談ですが、LINE

の受ける相談対応者というのは、これは例えば先ほど時間外

に受けるということでしたが、LINEはリアルタイムに応答す

るからこそ意味があるツールだと思っているのですが、その

辺の対応というのは、例えば、チャットボットとかという自

動応答システムか何かを搭載したAIの何かを投入して、時間

外であっても一定程度のレスポンスを返せる機能になってい

るのかその辺のところも併せて教えていただければと思いま

す。 

 

 はい、平尾委員から３点ご質問をいただきました。１点目

は人材育成をした人がこの担う人材になり得るのかというこ

と、そして２点目がコーディネーターの位置づけ、そして３

点目がLINEがタイムリーに応答可能な体制があるのかの3点

について、ご質問いただいたものと思います。では事務局お

願いいたします。 

 

 １つ目の、ケア支援を担う人材についてです。ケアラー支

援を担う人材としましては、ケアラーを理解し、把握し、そ
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石山委員長 

 

 

平尾委員 

 

石山委員長 

 

 

堀越委員 

 

 

 

 

 

 

 

れを支援につなげていける。そうした人材と考えます。しか

しながら、そこまでできる人材なのかどうか判別するのは非

常に難しいため、ケアラーの方に近いところで働いている方

に対する研修ということで、この受講者数を現状値のところ

に入れさせていただいております。 

 ２つ目のコーディネーターについては、具体的には、県社

会福祉協議会の社会福祉士という資格を持っている方が行な

っています。この方の職務としましては、市町村の中で、ヤ

ングケアラーの支援体制の構築にうまくいっていなかった

り、そういった悩みとかがあれば、このコーディネーターに

相談をして助言を受けられるといったものになっておりま

す。そして、この協議会で検討したこの支援体制や新しい公

的外のサービスなどを、手引きとしてまとめ、各市町村に横

展開をしていくというのも役割でございます。 

 ３つ目のLINE相談についてですが、相談を受ける方は、元

ヤングケアラーの方を想定しています。委員おっしゃる通

り、リアルタイムで反応するのがLINEのいいところでして、

ある程度まではチャットボットで対応をできる体制を整備す

る予定でございます。 

 

 ご回答ありがとうございました。平尾委員いかがでしょう

か。 

 

 ありがとうございました。 

 

 はい。それでは他のご意見いかがでございましょうか。堀

越委員お願いいたします。 

 

今の平尾委員の発言にも関わってですが、それと事務局のお

答えに関してです。昨年は、資料の７ページのところをご覧

いただくと分かるのですが、講演の方を担当させていただき

ました。ただ担当したのは私だけではなくて、グループワー

クのところは、東洋大学の渡辺先生とか立教の田中先生とか

茨城キリスト教大学の松沢先生、今北大にいらっしゃいます

けれども、その方たちも参加してくださって、単に構造理解

をするというだけではなくて、理解をした相手の話をちゃん
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と聞けるということについても演習のところではやりまし

た。ただなかなかオンラインで難しかったのと、ファシリテ

ーターがきちんと付いていませんでした。ケアラーを理解を

して、ちゃんと話を聞いて、ケアの影響がどのくらい出てい

るか、評価をするアセスメントをして、１人１人家族も含め

て支援計画を立てて、実際に支援するというところまで行く

というのが人材、ではないかなというふうに思っています

が、多分今年の研修はもう少し進むと思います。そうします

と、支援計画を立てるとか経験がおありならない場合も多い

ので、そこで人材を作っていくのと、問題解決しようとした

ときにケアラーを直接支援するサービスがまだあまりありま

せん。要介護者の人へのサービスは種類もあるかと思うので

すけれども。だからそれらを一体にして、人材が育成される

のかなというふうに思いながら私は伺っていました。同じ７

ページですが、昨年は障害者相談支援事業所の方のご参加が

すごく少なかったんですね。これについては地域包括支援セ

ンターの職員の方は、ケアラー支援の研修が４年目で結構皆

さん馴染んでいるのですが、積極的に働きかけてくださった

と思うのですが、障害者相談事業所の方のご参加が少なかっ

たので、今年度は、先ほどのご説明にありましたけれども、

同じ地域の多機関の多職種の方が連携をするということが、

研修のテーマにもなっているので、そこに参加をしていただ

かないと、横に繋がらないんですね。だからより多くの方に

参加していただくことが必要かなと思って、伺っていたとこ

ろです。 

 それからもう一つコーディネーターについては、お話を聞

いて分かったのですが、市町村が支援体制を作るときに、相

談に乗るコーディネーターであって、例えば困っているヤン

グケアラーがいて、その子の問題を解決する、家族の抱えて

いる問題を解決するというための個人のためのコーディネー

ターではないんだなというふうに思いましたけれども、確認

ですが、そういう理解でよろしいんでしょうかということが

１点です。 

 それからケアラー月間について、令和４年度の方について

ちょっと意見を述べさせていただきます。18ページのところ

に、ケアラー月間の取組についてというのがありまして、一
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番下の団体企業と連携した取組についてというところについ

ては調整中とあります。これについてぜひ意見を申し上げた

いのですが、一つは、昨年いろんな団体が宣言をなさってい

るので、その宣言に則ってどのくらい取組が進んだのかなと

いうのがまた見えるようになると、企画をして行動に移りま

したというのが分かりやすいのかなって思いました。 

 もう一つは、月間でぜひ２つやっていただきたいことがあ

るのですが、１つは令和３年度の広報については、県政モニ

ターの人の認知度は結構上がっているんですね。それに対し

て、ケアラー自身の当事者の気づきを進める広報をしていた

だきたいなと思います。ヤングケアラーについては、ハンド

ブックを作成して全部配布したわけですよね。つまりインプ

ットしてアウトプットはできているけどヤングケアラーのハ

ンドブックがどのように使われて行動変容が起きたかアウト

カムまでいかなきゃいけないと思うのですが。それにして

も、ヤングケアラーの方は当事者に広報が届いていると。大

人のケアラーの方についてはもっとしっかりやるべきだと思

います。つまり助けてと言えるというか、困ってますって言

えるようになるような、広報が一つ大事だなと、当事者広報

です。これどうやるべきかと思ったのですが、ケアラーが行

くところっていうのは、医療機関はすごく多いんですね。つ

まり、ケアの必要な人を連れて行く。そこで医療機関の方た

ちはケアラーを見ると、薬局に行くとかスーパーに行くとか

ですね、あると思うんですが、特に医療機関と医師会である

とか、日本看護協会であるとか、病院協会とか多分いろいろ

あると思うんです。それから事業所とか、施設にも行きます

よね、ケアラーの人たちは。だからその方たちが出向くとこ

ろに関わる団体とか機関に対して広報して、病院とかにポス

ターを貼ってもらうとかですね、あなたケアラーではありま

せんかっていう、もしもそういうふうに心当たりがあった

ら、こういうところに相談できますよ、ということが必要で

はないかというので、一般的な広報ではなく、特にヤングケ

アラー以外のケアラーへの当事者の気づきのための広報を月

間中心に長く広くやっていただきたいというふうに思いまし

た。それが月間の１つです。 

 もう１つは介護者サロンが県内にありまして、県のホーム
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石山委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（宮下課長） 

 

 

 

 

ページにも一覧が載っています。しかし、あの情報提供はな

かなか見るのが難しいというので、介護者サロンというの

は、ケアラーの味方の人がいるところで、同じような経験を

持つ人が出会うことがどれほど力になるかということを皆さ

んおっしゃっています。ですので、そのサロンについては、

さいたまNPOセンターに電話がかかってくるときにお聞きに

なるのは、誰がやっているのですかとか、どんな方が見えて

るのですかとか、それからどんなふうに進めているのですか

というのを、そういう質問があって、行こうかなどうしよう

かなっていう方も多いんですね。だからマニュアルは作られ

ましたけどあのサロンのチラシ一覧ですね、そこに、そうい

った生のというか、あるいは参加者の声も入ってもいいです

けれども、そういう情報を提供していただきたいと。そのた

めには、たくさんのヒアリングなんかも必要ですので、きち

んと予算をつけてやっていただけるといいなというのが、当

事者に情報を届けるという、月間の中の２つの取組ができた

らいいなというふうに思っているところです。 

 

 多岐に渡りましてありがとうございます。ご提案に関しま

してはケアラー月間について、大きく２点ですね、あの１点

目は当事者の気づきを促していくようなことということで、

ヤングケアラー向け、大人向けということでご提案いただき

ました。２点目はサロンの一覧のところに、どういった特徴

のあるサロンであるかというところの声をしっかり拾って生

かしていけるようなものになると良いというようなご提案を

いただいております。質問事項１点ですね、コーディネータ

ーというものが個人に対するものなのかそれとも行政のもの

なのかというところについてこちらは事務局にお伺いしたい

と思います。 

 

 コーディネーターの件でございます。堀越委員おっしゃっ

た通り、県の方で置いているコーディネーターについては、

市町村での体制を整備するためにアドバイス等を行うコーデ

ィネーターという形になります。ただこれから一歩進めてで

すね、子どもを直接支援していく人材の配置というものもご

ざいますので、それはこれから先に、体制の整備という話に
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石山委員長 

 

 

廣澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石山委員長 

 

 

 

 

 

なってくるのかと思っております。あといくつかケアラー月

間のことについてご意見を頂戴しました。やはり、ヤングケ

アラーに限らず、ケアラー全体について、こういう場所で広

報したり、あるいは広報するにしても、介護者サロンの内容

についてちょっと生の情報を入れたらいいのではないかとい

うお話いただきました。非常に参考になる情報ですので検討

してまいりたいと思います。 

 

 ありがとうございました。では他のご意見いかがでござい

ましょうか。廣澤委員、お願いいたします。 

 

 16ページのオンライン相談について確認させていただきま

す。様々な場所からの相談を実現するということで非常に良

い取組だと思いますが、実際に相談をする場合のやり方です

が、申込みを例えばメールで行い、Zoomの招待を待つとか、

IDパスワードをもらうとか、そういう具体的な方法を決めて

いかないと、LINEと比べると少しハードルが高いかなと。リ

アルで顔見て話せるのは非常にいいのですが、何か統一した

形があれば説明していただいて、周知するのが必要ではない

かと。 

 ２つ目は、15ページのヤングケアラーケアサポートクラス

についてですが、新たに児童生徒が直接元ヤングケアラーと

関わることができる交流相談会と書いてありますが、先程自

分がケアラーであることがオープンになることに抵抗感があ

る生徒さんもいるとの話もありましたが、相談会と銘打つ

と、自分がケアラーであることを白状するような気がするの

で、会の名称について相談会の色合いを強くするのはどうか

なと感じるところです。以上２点であります。 

 

 

 ありがとうございます。ただいま廣澤委員から２点です

ね、16ページの具体的な実施方法についてのご説明、それか

ら15ページですね、交流相談会というところのネーミングで

すねこうしたところについての配慮というところでございま

したが、事務局いかがでしょうか。 
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事務局（生徒

指導課） 

 

 

 

 

 

事務局（人権

教育課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石山委員長 

 

 

 

花俣委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ありがとうございます。このオンライン相談ですが、実は

必ず、学校に入っていただきまして、Zoomのルームも我々ど

もの方できちんと設定した上で、そこに入ってきていただく

形にしております。できるだけ相談したい方の環境に左右さ

れないようなちょっと工夫を、今後も引き続き続けていきた

いと考えております。 

 

 廣澤委員のご指摘の通り、ネーミングは非常に大事だと思

っていまして、私共としてもできるだけ幅広く参加してほし

いと思っています。実は昨年度、この交流相談会をやってみ

ようかというようなことで、ケアラー連盟さんと意見交換を

したときもですね、廣澤委員がご指摘になったような参加す

る方の匿名性とかも考えながら、幅広く参加できるといいな

というようなお話もあって、そうしますと確かにあの相談会

っていうネーミングがちょっともしかしたら物々しいのかな

と思います。これからこの相談会っていうのは実際企画して

まいりますので、ネーミングについては工夫して、参加しや

すいようなものにしていきたいと思います。どうもありがと

うございました。 

 

 ありがとうございました。配慮いただけるということでご

ざいました。では、他のご意見いかがでしょうか。花俣委員

お願いいたします。 

 

 もう様々なご意見が出たかなというふうに思っています。

事務局からのご説明につきましては、丁寧なご説明を伺っ

て、そして着実にこのケアラー支援に関して一歩ずつ色々な

ことが進められていることがよく分かりました。また、さら

に充実が図られるための方向性というのも、お示しいただい

ているところなので、今後も見守っていきたいと思っていま

す。また先駆的な活動を既にもう展開されている委員の先生

方もおられますので、具体的な施策へのご意見等もたくさん

今もう既に出ているところかと思いますので、こういうこと

に関しても、一つ一つ実現していくことに期待したいなと感

じました。先程ネーミングの話が出ましたが、相談会は硬い

といえば硬いんですけど、相談という上で交流というような
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石山委員長 

 

 

 

事務局（生徒

指導課） 

 

 

 

 

 

 

イメージで、何かお考えいただけるといいのかなというふう

に思います。また、廣澤委員の方から自分の方からカミング

アウトすることになるのに抵抗があるのじゃないかというよ

うな、そういう視点のご意見があったのですけれども、これ

はあくまでもその当事者同士、元ヤングケアラーとヤングケ

アラーあるいはヤングケアラーかもしれない生徒という形だ

けの、あの交流等の場ということであれば、そのハードルは

かなり下がるのではないのかなというふうに思っています。

外部の人たちが一緒になってということではなくて純粋に当

事者だけがこう集うというか、交流するということであれ

ば、その辺はあのむしろ入っていきやすいような、我々も似

たような活動をしていますのでそんなふうに感じました。 

 あとですね、これは16ページのソーシャルワーカー配置の

拡充をおよびオンライン相談の導入取組の３になりますね。

ここのところ、もう既にこれ令和４年度の取組ということで

スタートしているわけです。そうすると、スタートしたばか

りだとは思うのですが、実際にアクセス件数などは把握され

ているんでしょうか、もし把握されてるのであれば、ちょっ

と参考までにお聞かせいただきたいなというのが、質問にな

ります。その他は先程申し上げましたように感想めいたもの

にはなるのですが、ますます皆さん、連携をされた真剣な取

組の大きな期待を持っているということが使命になりますの

で、今の質問だけお答えいただければと思います。 

 

 ただいまいただきましたご質問、16ページ取組３に関する

アクセス件数についてお分かりになる範囲で、事務局の方で

ご回答いただければと思います。 

 

 今、オンライン相談の受付の件数ですがも、7月15日現在

で、スクールカウンセラーに対しては12件、スクールソーシ

ャルワーカーに対しては２件となっております。全体として

は、まだまだ活用が進んでいないと考えておりまして、先日

も、広報、周知のチラシを学校に改めて配布したところでご

ざいます。活用がされるように引き続き周知をしていきたい

と思っております。 
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石山委員長 

 

 

澁谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ありがとうございます。それでは他、ご意見いかがでしょ

うか。澁谷委員お願いいたします。 

 

 全般的に、ケアラー支援条例が埼玉県で始まって2020年３

月からもう２年以上経ったということで、今のところその認

知度を上げるとか、周知をしていく、当事者に情報が届くよ

うにするというところが焦点になっているかと思うのですけ

れども、そろそろその支援を実際にしたときの効果というこ

とを考える段階に来ているのではないかなというふうに思う

んです。今回も見ても数値目標すごく大事だと思うのです

が、具体的なケアラーとかヤングケアラーがちょっと見えて

こない状況のまま、さらにその設置を増やすとか、研修会を

増やすとかサポートクラスを増やすとか、そういうようなこ

とになっているのですけれども、そろそろ実際にこういうケ

ースが出たときに、支援の効果が出るというのはどういうこ

となのかということを、それぞれの関わる部署組織の中で、

真剣に考える時期に来ているのではないかと思います。例え

ば、学校ですと、ヤングケアラーが、例えばその不登校気味

になっていた子が割と学校に来られるようになったとか、あ

るいは学校での色々なことに対する参加度が上がったとか、

学校に来るのがすごく楽しくなったみたいな、いわゆるウェ

ブウェルビーイングが上がったみたいな言い方をするのです

が。それから、成績が上がったとか、学校ですと、例えばそ

のヤングケアラーを支援したことで、こういう効果が上がっ

たっていうような見方というのがあると思います。それから

若者ケアラーへのサポートっていうところですと、例えば若

者ケアラーの就職支援においてその支援を受けた人たちが、

こういうものがあってこの結果どういうふうになったとかで

すね。それから医療に関わるところであれば、なかなか患者

さんだけしか見られなかったところが家族に対してこういう

ふうな働きかけ方をしてそれに対してその家族の側からこう

いうところがありがたかったみたいなフィードバックがあっ

たとかですね。やはりそれぞれの部署において支援をする、

そしてそのことの効果はどうやって測るのか、というような

目線をそろそろもう持ってもいいのではないかと思います。

このプロジェクトも後半に入ってくると思うんですね。最初
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石山委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

滝澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は言葉を知っていただいて、知識を知っていただくというと

ころから現状認識が始まると思うんですけれども、相談窓口

を開けばそれでいいのかっていうと、そんなことはなくっ

て、ケアにまつわる困難に直面した人がよりやりやすくなっ

たとか、不安事が少なくなったとか、自分の生活とケアとの

いいバランスを見つけて気持ち的にも落ち着いたとか、やっ

ぱりその効果をどうやって測っていくのかっていう目線を持

って支援の枠組みを作らないと、「何かやったけど、成果っ

てあったのかどうかよくわからない」っていうふうになりま

すと、財政的に厳しくなったときに、それはカットの対象に

なるといいますか、やはりこれだけやってこれだけの成果が

出たということをきちっと示すためには、そういうやり方を

あらかじめイメージしながら作っていかないと難しいし、そ

のことまでもうそろそろ視野に入れてもいいのではないかな

と思いました。 

 

 重要なご指摘ありがとうございました。行政の政策として

の実行度は進行度というものを測っていくという指標と、具

体的にどういった効果があるのか、その支援の効果があるの

かというところについては、なかなか行政の効果測定として

難しいところもあるかと思いますが、そうした枠組み・視点

というものもですね視野に入れながら準備をしていくという

必要はあろうかと思います。ありがとうございます。では他

いかがでしょうか。はい、滝澤委員お願いいたします。 

 

 ページ14の令和４年度の取組の１つの部分ですが、受講者

の方々が、民生委員であったり、子供の居場所作りの方々に

なりますが、令和３年度の実績で、介護者サロンが未設置の

市町村があるということも示されておりますが、介護者サロ

ン事例集の活用についてというものが令和４年度の取組の中

でどのように使われるかということと、それからこの方々へ

の発信、今後のスケジュールはどういうふうになっているか

ということ、それから、先ほどの澁谷委員の質問にも関わる

のですが、自分の取組の中で、やはり良かったモデルケース

事例なのが１つでも２つでも聞けるということが次の連携に

繋がるので、そのあたりについては希望を込めまして、先の
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石山委員長 

 

 

事務局 

（宮下課長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石山委員長 

 

 

滝沢委員 

 

 

石山委員長 

 

 

高岡委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つの質問でお願いいたします。 

 

 介護者サロンの事例の活用について２点ご質問いただいて

おります。では事務局お願いいたします。 

 

 介護者サロンの数、事例の活用ということでご質問をいた

だきました。確かに介護者サロンの数は少し伸びてはいるの

ですが、少し足踏みをしているような実態がございます。昨

年度、事例集を作りまして、社協を中心に、お配りしたりし

て、事例の共有をさせていただいているところです。中には

いい事例がたくさん載っていますので、そういうものを参考

に、色々な法人や団体、市町村、あるいは社協中心に、サロ

ンを作るというような動きになってくるかと思いますので、 

県の方としては、そのようないい事例を、積極的に発信し、

そういう事例を知っていただいて、数の拡大に繋げていきた

いと思っております。 

 

 ありがとうございます。滝澤委員いかがでしょうか。よろ

しいでしょうか。 

 

 ぜひこれからの４年度のところの発信につきましても、情

報提供よろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございました。では他のご意見いかがでしょう

か。高岡委員お願いいたします。 

 

 先程やはり資料にもございました、学校、オンラインの相

談の関係ですが、学校の立場から一言ご意見を申し上げま

す。特に、スクールソーシャルワーカーの配置の拡充、全日

制も含めた拡充については大変ありがたいと思っています。

活用については、これからさらに充実してくるかなと思って

います。ただ先行しておりますスクールカウンセラーについ

ては、学校にニーズがあります。特に昨今のコロナ禍による

ニーズはますます増えてくる状況でございますので併せて充

実させることは大変ありがたいです。特にどちらについて

も、オンライン相談が定着をしていきますと、おそらく各学
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石山委員長 

 

 

石幡委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石山委員長 

 

 

事務局（宮下

校のニーズに一層応えられるのかなと思っておりますが、な

かなか先程もご意見ございましたように、オンラインでの対

応になかなかなれない部分もあるのかなと思いますので、ぜ

ひ対面がいいのか、あるいはオンラインの方が相談しやすい

のかといったような、その状況を把握していただきながら、

より良い相談のあり方を探っていただけるとありがたいなと

思っています。また当然のことながらこの取組自体はヤング

ケアラーの支援ということだと思いますが、おそらくこうい

ったような相談の中で、家庭の中のいろいろなことが見えて

くる。そうした中で、本当に必要な支援をしていくそのきっ

かけになるかなと思っております。大変重要な取組だと思っ

ておりますので、充実していただければと思います。よろし

くお願いいたします。 

 

 大変貴重なご意見ありがとうございました。それでは、石

幡委員いかがでしょうか。 

 

 資料の参考の２ページ目なんですけども、そこのケアラー

支援計画の施策のところの中段に、地域におけるケア支援体

制の構築とかケアラーを支える人材の育成というのがありま

して、それの具体的な取組とか、数値目標のところに、地域

包括支援センターが担う役割が述べられてはいるのですけれ

ども、地域包括支援センターの場合、介護保険の方での生活

体制整備事業というものがあって、地域の中に高齢者のサロ

ンだったりとか、そういうものを作っていって住民が集う場

所、そこからちょっとお互いに問題を解決していくとか、場

合によっては介護保険のサービスに代わるようなサービスを

生み出していこうというようなものがあるのですが、その辺

のところと、この取組のところのリンクというか、その辺は

どうなっているのかちょっと聞いてみたいなと思っていまし

た。 

 

 では事務局にお伺いしたいと思います。いかがでしょう

か。はい。貴重な意見ありがとうございます。 

 

 まず今、地域包括支援センターの方では特に介護者支援と
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石山英雄委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石山委員長 

いうことで、寄り添った形で色々なサービスを提供していた

だいてるかと思います。ここで言ってるのは、先程従来から

の支援の話が出てございましたけれども、そういうことも含

めて、改めてケアラーに対する支援のことを十分認識をして

いただいて、支援体制を整えていっていただきたいというこ

とでございます。 

 

 補足いたします。地域包括支援センターにおかれまして

は、もちろん要介護者の方などについての支援ももちろんや

っていただいているのですが、そもそもの役割としまして、

家族支援、そちらの方も担っていただいているところでござ

います。その延長線上ということで、そことリンクというこ

とで、ケアラー支援の方をお考えいただければと思っており

ます。ぜひよろしくお願いいたします。 

 

 地域包括支援センター非常に多岐に渡るお仕事を抱えなが

らも、一層期待のかかるところですので、ぜひお願いいたし

たいと思います。それでは、石山委員いかがでございましょ

うか。 

 

 委員長どうもありがとうございます。まずこの令和４年度

の計画に関しましては、ちょっと説明の中でもいろいろ出て

きましたけども、私ども県社協県から受託してやらせていた

だきますので、私が意見を言うことはちょっと憚りたいと思

っていましたが、 ただ一つだけちょっと申し上げます。堀

越委員さんがおっしゃっていたことがすごくその通りだなあ

と思っていたのですが、ケアラー月間が今年で２回目になる

わけなのですが、この有識者会議の中でも出ていたかなあと

思うのですが、ケアラー月間でケアラー、ヤングケアラーの

いる町、生活の場などにもう少しこの宣言が行き届くよう

な、そんな広報周知ができたらよかったなと思っていまし

た。具体的に言えば、町の商工会さんにもこういった宣言の

採択をしてもらえるような、そんな働きかけを今年してもら

えるとさらにいいなと思っています。 

 

 ご意見ありがとうございましたケアラー月間に関する周知
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の具体的なご提案であったかというふうに思います。それで

は堀越委員お願いします。 

 

 この有識者会議が１時間半で短ければ２時間にするってい

うことを、ぜひ行政の方も考えていただきたい。なぜかとい

うと、有識者会議は定期的な進捗状況の管理と、新たな課題

に対する検討するって書いてあって、２回しかないわけです

年に、私これについてはとても問題だと思っているので、ち

ょっと発言をさせていただきます。つまり、新しい課題があ

ったときに、いつどこで言えば議論していただけるのかと

か、実施に繋がるのかよくわからなかったです。１期では、

例えばです若者支援についてもうちょっと埼玉県で取り組ん

だ方がいいんじゃないかなって思ったときに、それがいつ言

えば、例えば令和５年度の予算、もし予算が必要でしたら

ね、予算とか施策に繋げようという思った課題があったとき

に、いつ言えばそれが取り上げていただけるのかというの

が、１期目にどうしてもわからなかったです。つまり昨年度

２月の末に、もう令和４年度の予算をバチッと出てですね、

そこでやっても駄目なわけですよね。それで令和５年度の予

算というと、新しい事業が６月にやらなきゃ、あの申請しな

いと駄目とかっていうのもちょっと漏れ聞いたので、そした

らもう駄目なのかなと思うんですね。 だから全体としての

スケジュールについて、どこで言えば、新しい課題のことと

か、進捗管理をもう少し進めるにはこれがいいんじゃないか

とかっていう議論ができるのか、実施に繋がるのかについ

て、ぜひ考えて教えていただきたいっていうのが一点。 

 もう一点、埼玉県はトップを走ってですね、今北海道や茨

城が、どんどん進めているわけですけれども、ケアラー担当

を置いてるんですね。けれども、埼玉県の場合、地域包括ケ

ア担当の方、どこかにケアラー支援担当を置いていただけな

いかなと、その方がどこからもわかりやすい、そこに押しつ

けるわけじゃなくて、それこそ連携の要としてですね、地域

包括ケア課なんだけれども課の中に置いていただいてもいい

ですし、いただけないかなっていうその２点について、今日

はどうしても言おうと思っていました。ありがとうございま

す。 



20 

 

 

石山委員長 

 

 

 

 

 

 

藤岡副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石山委員長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

石山委員長 

 

 

 

 

事務局（清水

 

 ただいま堀越委員から２点ですね会議のあり方そのものに

関するご提案ですね、ご意見です。そしてもう１点、ケアラ

ー担当というものを置いているところもあるのでこれについ

て検討をお願いしたいとご意見でございました。ぜひご検討

いただければと思います。それでは藤岡副委員長お願いでき

ますでしょうか。 

 

 皆さんいろいろと熱心にご議論いただきまして本当にあり

がとうございます。堀越委員からのあの貴重なご意見いただ

きまして、なかなか皆様方に集まっていただいて、話し合う

というのがどうしてもちょっと限られてしまうというところ

は、確かにちょっと否めないかなと思っております。 

 ただ、私どもの方、いつでもメールそれから電話等で、ご

意見をお寄せいただくことはもちろん結構でございますの

で、ぜひこういったZoom等での会議のときだけでなく、他の

時にでもお寄せいただければ、私ども、いつでもこちらの方

の事業等にですね、 反映させていきたいと思っております

ので、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございました。本日はこの会議の場での意見交

換というのは、こちらで終了させていただきますけれども、

もちろん後日事務局を通じてご意見を頂戴するということも

可能ですので、メールやお電話などで頂戴できればというふ

うに思います。それでは続きまして、その他として事務局か

らのご連絡事項ございましたらお願いしたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

 

ございません。大丈夫です。 

 

 ありがとうございます。それでは本日予定していた議事は

以上でございます。委員の皆様には闊達なご意見頂戴いたし

まして誠にありがとうございました。では進行を事務局にお

返しいたします。よろしくお願いいたします。 

 

 改めまして皆様、様々な意見を頂戴いたしましてありがと
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副課長） 

 

うございました。以上をもちまして、令和４年度第１埼玉県

の支援に関する有識者会議を閉会とさせていただきます。ま

た議事録、本日の議事録につきましては、事務局において作

成後、確認をお願いしますのでどうぞよろしくお願いいたし

ます。皆様お疲れ様でした。ありがとうございました。 

 

 

 


